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Ⅰ新技術の解説

１ 要旨

 牛受精卵移植技術は福島県内で広く活用され、ここ数年は年間1,000頭以上実施されているが、受胎
率は45%程度と横ばいの状態にあり、受精卵移植技術をさらに普及する上での課題となっている。特に、
受精卵移植に最適な受卵牛の選定は、貴重で限りある優良な受精卵を有効に活用することができる。 
そこで、より客観的な受卵牛選定の指標を作成するため、年間移植頭数30頭以上かつ受胎率45％以上
の技術者3名を選定し、受精卵移植時の受卵牛のボディコンディションスコア(BCS)及び血液生化学成分
(アンモニア、総コレステロール、尿素窒素、GOT、総タンパクなど)を調査し、これらの項目が受胎に及ぼ
す影響を検討した。

(1) 受胎率に品種差はないが、未経産牛の受胎率が低い（表１）。

(2) ホルスタイン種および黒毛和種の両品種において、不受胎牛は血中アンモニア 濃度が高い。

(3) 黒毛和種の不受胎牛は、BCSが高い(表２）。

２ 期待される効果

 血液生化学的成分から最適受卵牛を選定することにより、受精卵移植の受胎率が向 上し、県内の
肉用牛及び乳用牛改良の一層の促進が図られる。また、受精卵移植を含 めた繁殖性の向上に向け
た県内畜産農家の飼養管理の指標にもなる。

３ 適用範囲

 県内全域

４ 普及上の留意点

(1) 生殖器疾患に罹患していないことが前提である。

(2) 他の検査所見などを総合的に勘案して受精卵移植の適否を判断すること。

(3) 血中アンモニア濃度は、採血直後に測定する必要があり、携帯型測定器（図２）が必要である。

Ⅱ具体的データ等



 

Ⅲその他

１執筆者

本多巌

２主な参考文献・資料

なし


